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大田洋子の原爆文学作品 『半放浪』

























10 波 崎 - 敏






































大田が吐きだすように書いた 『半放浪』の2年前,1954年 3月 1日には周知のごとく焼津
を母港とするマグロ漁船第五福竜丸が,アメリカによる水爆実験のため南太平洋ビキニ環





















































































































天皇さまも 皇后さまも 皇太子様も 皇太子妃さまも ス
14 波 崎 - 敏















強い国の 核実験を なさる 偉い首相に 核実験を
停止して ください と 頼んだんだけど
闘い入れ られず なんにも なりません でした
かわゆい ひとり娘を 学徒動員で それにまた 夫を
亡 くした ひとに 手記を 書いてください と
頼みに 行きました
｢なにを書いても つまらないよ 大きな流れには
ながされて したいだけ させれば いいよ
はんものを ドカソドカソ と おとしゃあげて
世界中の 人間が みんな まっ黒こげになって死ね
ば いいよ｣と
いい放って うつろな まなこで 一点を みつめた






































を故郷してかえりみない ｢日本 ･日本人｣にたいしてその ｢責｣を問いつめたりするので
はもちろんない｡｢恨み言｣のひとつもつぶやいてみたくなる,といったぎりぎりのした
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